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2010年３月期

第２四半期決算説明会

09年12月１日

デリカフーズ株式会社

ホームページ：http://www.delica.co.jp/
お問い合わせ先：経営企画部長 田井中俊行
ＴＥＬ：０３－３８５８－１０３７
Ｅ－Ｍａｉｌ：tainaka@n-delica.co.jp
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本日の要旨

・ １０年３月期第２四半期決算概況

・ １０年３月期決算の見通し

・ 東京デリカフーズ新工場について

・ 新規事業進捗状況とそれに伴う
非破壊測定装置の開発

・ 質疑応答
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会社概要

□ 株式上場 平成17年12月６日 東証二部上場
□ 設立 平成15年4月1日（持株会社設立日）

（昭和54年10月6日創業）
□ 所在地 東京都足立区保木間二丁目29番15号
□ 資本金 ７５９百万円
□ 社員数 ２０２名（平均臨時雇用者数：７４４名）
□ 関係会社 東京デリカフーズ㈱

名古屋デリカフーズ㈱
大阪デリカフーズ㈱
デザイナーフーズ㈱
㈱メディカル青果物研究所

□ 事業内容 ホール野菜の販売、カット野菜の製造販売等
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当社グループ

ホール野菜部門
カット野菜部門
その他部門

東京デリカフーズ㈱
名古屋デリカフーズ㈱
大阪デリカフーズ㈱
㈱メディカル青果物研究所

デリカフーズ㈱

その他部門
デザイナーフーズ㈱

経営指導

業務支援

発注

納品

業務支援サービス

（成分分析他）

委託先
発注 納品

発注

納品

業務提携

共同開発

仕入先

（契約農家）
（荷受）
（仲卸）

研究機関
（大学等）

お客様

（ファミリーレストラン）
（ファーストフード）
（CVSベンダー）

（居酒屋）
（焼肉チェーン）

他

事業系統図
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カット野菜の製造の様子

洗浄工程
目視工程

計量工程
品質管理

計量工程
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コンビニエンス販売

カット野菜

（すぐに食べられる）

スーパー販売

カット野菜

（家庭で調理）

業務用カット野菜

（店舗で調理）

③②①

カット野菜の種類

当社商品
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ホール野菜のピッキングの様子

洗浄工程
目視工程

計量工程
デジタルピッキングの様子
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基本戦略

施策１ 新規顧客獲得と重点取引先の深耕
主たるターゲット
新規開拓先 外食産業：ホール野菜を導入とする
重点取引先 給食、食品メーカー・問屋：カット野菜への展開を図る

目標：利益率の向上

施策２ 体質強化
コスト管理の徹底：原価率対応、物流コスト管理、お客様への適正販売価格維持
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１０年３月期第２四半期決算概況
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10年３月期第２四半期決算報告に当たって

昨年来の世界的な金融危機が実体
経済へも影響を及ぼし、雇用環境
の悪化や個人消費の冷え込みなど、
引き続き厳しい経営環境が続いて
いる

事業環境 当社の対応

外食産業においても、所得不安
を感じる消費者の生活防衛意識
の高まりによる節約志向が続い
ており、外食を控える傾向が強
まるなど、依然として厳しい
状況が続いている

厳しい環境下での業績を維持する
ため、新規顧客獲得と重点取引先
の深耕営業等の重点政策を地道に
実行しております

当社グループの強みである提案型
営業を推し進め、定期的にお客様、
取引先を招いた勉強会を開催する
などして、売上高確保に努めてい
ます
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10年３月期第２四半期決算ハイライト

＋170

＋46

△53(△28.3)

△88(△27.4)

△86(△26.0)

△676(△6.7)

前年同期比
（百万円、％）

＋1(＋1.4)

＋3(＋1.7)

△3(△1.5)

＋359(＋4.0)

計画比
（百万円、％）

133

230

250

9,000

計画
（百万円）

47.3

100.0

1.4

2.5

2.6

100.0

構成比
（％）

45.5

100.0

1.9

3.2

3.3

100.0

構成比
（％）

金額
（百万円）

金額
（百万円）

8,3538,306総資産

3,947

134

233

246

9,359

10年３月期

第２四半期実績

3,776純資産

188当期純利益

322経常利益

332営業利益

10,036売上高

09年３月期

第２四半期実績

＊通期計画に対しての進捗率は、売上高および各利益とも５０％を超え、計画通りに推移しています
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部門別売上高増減分析

0

2,500

5,000

7,500

10,000

09/3期第2四半期 10/3期第2四半期

カット野菜 ホール野菜 その他

カット野菜部門
 当社グループの強みである提案型営業

を推し進めて新規顧客を獲得してきまし
たが、外食全般の取り扱い量減少により
売上が微減。構成比は32.4％（売上高の
前年同期比△3.3％）となる。

ホール野菜部門
 新規顧客獲得と重点取引先の深耕営業

に努めましたが、売上が減少。構成比は
53.5％（売上高の前年同期比△9.5％）と
なる。

その他
 卵等日配品の取り扱い量減少により、

売上が微減。構成比は14.1％（売上高の
前年同期比△3.7％）となる。

9,359百万円10,036百万円

（百万円）

1,367

3,0343,136

5,0095,532

1,316
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9,359百万円10,036百万円

業態別売上高増減分析

0

2,500

5,000

7,500

10,000

09/3期第2四半期 10/3期第2四半期

ﾌｧﾐﾘｰﾚｽﾄﾗﾝ 居酒屋 ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ
ｺﾝﾋﾞﾆﾍﾞﾝﾀﾞｰ 弁当･惣菜 食品ﾒｰｶｰ・問屋
給食 その他

（百万円）

5,700 5,026

1,536

1,432

ﾌｧﾐﾘｰﾚｽﾄﾗﾝ
 業態別ではファミリーンレストラの落ち込

みが最も大きく、構成比は53.7％（売上
高の前年同期比△11.5％）となる。

居酒屋
 新規顧客獲得に努めましたが売上が減

少。構成比は15.3％（売上高の前年同期
比△6.3％）となる。

ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ
 既存のお客様に深耕営業を継続し売上

が微増。構成比は12.3％（売上高の前年
同期比＋25.4％）となる。

923

1,151
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取引先の状況

コンビニベンダー他
中食の売上構成比を
今期20％目指す。

ファミリーレ
ストラン
53.7%

パブ・居酒屋
15.3%

ファｰストフｰド
12.3%

食品メーカー・
問屋

5.1%

弁当・惣菜

5.1%

コンビニベンダー

4.3%

給食
1.6%

外食
83.8%

中食
16.2%

10年３月期第２四半期業態別売上構成比

ファミリーレストラン他外食の
売上構成比は、09年３月期
比で1.7％減少。

その他２．６％

ファミリー
レストラン
61.3%

パブ・居酒屋
15.7%

ファｰストフｰド
8.5%

食品メーカー・
問屋

5.1%

弁当・惣菜

5.5%

コンビニベンダー
2.4%

給食
1.5%

外食
85.5%

中食
14.5%

09年３月期業態別売上構成比
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１０年３月期決算見通し
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１０年３月期決算見通し

△85(△24.7)

△159(△26.2)

△142(△22.5)

△1,003(△5.1)

前期比
（百万円、％）

1.4

2.4

2.6

100.0

構成比
（％）

46.4

100.0

1.8

3.1

3.2

100.0

構成比
（％）

金額
（百万円）

金額
（百万円）

8,364総資産

261

450

490

18,500

10年3月期見通し

3,884純資産

346当期純利益

609経常利益

632営業利益

19,503売上高

09年3月期実績

＊通期見通しに対しては、業績予想に変更はありません
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計画に対して100に近い達成

景気回復したあとで、大きな力になる

施策１：新規顧客獲得と深耕営業を行ない、落ち込み分をカバーする

ポイント：想定以上に外食需要・環境が厳しい

施策２：当社グループの強みである提案型営業（健康野菜塾）
を推し進める

施策３：「Farm to Wellness倶楽部」のマルシェ（市場）を
開催し、B to Cへの市場参入を開始

今期の取組み
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80.00%

85.00%

90.00%

95.00%

100.00%

105.00%

110.00%

4月 5月 6月 7月 8月 9月

全体

ファミリーレストラン

ファーストフード

居酒屋

外食売上高前年同月比（H21.4~9）

社団法人日本フードサービス協会「外食産業市場動向調査 」より

ファミリーレストラン 10ヶ月連続前年割れ
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健康野菜塾（提案型営業）
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「Farm to Wellness倶楽部」のマルシェ
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「Farm to Wellness倶楽部」のネット通販

卸売り⇒小売り

ビジネスモデルの拡大

競合他社との差別化
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株主還元の考え方
配当原資確保のための収益力強化を図りながら、継続的かつ安定的な配当
を行うことを基本方針としております

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

06/3期 07/3期 08/3期 09/3期 10/3期(予想)

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0配当金（左目盛） 配当性向（右目盛）

09年3月期 960株取得 金額174百万円

自己株式取得の状況
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東京デリカフーズ新工場について
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実 需 者

（外食・中食産業）
産 地 中間事業者（カット野菜加工流通業者）

生産・販売に対する企画・立案生産・販売に対する企画・立案

・実需者ニーズに対応した、栽培、規格、出荷形態等の提案

ニーズ対応ニーズ対応

・栽培体制の整備

・生産者への研修の実
施指導

提案提案

農業法人

Ｊ Ａ

生産者

○生産者間の技術統一○生産者間の技術統一
○安定供給○安定供給

中食業者

外食業者

情報発信情報発信

○情報等を付加することにより野菜の価値を高め、○情報等を付加することにより野菜の価値を高め、
新たな需要を喚起新たな需要を喚起

・生産者への用途別需要
等の情報提供

・消費者への情報公開、
新しい食べ方等の提案

○国産野菜の消費拡大○国産野菜の消費拡大

・産地の生産管理、野菜情報等の把握

・安全・安心、食品分析及び研究結果等の情報を付加しての
販売

・実需者ニーズに対応した規格（カット等）、分荷等での流通

・新たな野菜、メニュー等を提案

・情報の共有化のため、野菜関係者を集って勉強会等を実施

・研究機関と連携し、データの蓄積及び解析

【【産地側への取組産地側への取組】】

【【実需側への取組実需側への取組】】

【【双方への取組双方への取組】】

ニーズ

出荷 納品

情報

「中間事業者」を介した供給経路の構築

（カット野菜の多様な実需者への安定供給）

○野菜のカット加工や流通を手がける中間事業者は、複数の産地、外食や中食など複数の実需者と契約をし、産地側に対しては実需者
ニーズに対応した規格、荷姿、出荷形態を提案。

○実需者に対しては、産地の生産管理や野菜情報の把握、原材料の安全・安心に係る情報の提供、ニーズに応じたカット加工や分荷、新
たなメニューを提案。

○また、産地と実需者の双方の間で情報の共有化を図るとともに、研究機関とも連携した業務データの蓄積・解析の機能も担っている。

９

（参考：農林水
産省の取組み）
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• 名称：東京ﾃﾞﾘｶﾌｰｽﾞ㈱足立FSｾﾝﾀｰ
• 住所：東京都足立区六町

• 竣工予定日：平成22年６月

• 敷地面積：3,000㎡
• 延べ床面積：4,440㎡
• 構造・規模：鉄骨構造・３階建て

新工場の概要

• 適温保管設備の充実

• カット野菜の鮮度及び品質の向上

• ホール野菜の鮮度及び品質の向上

• 衛生設備及び管理の向上

• トレサビリティーシステムの導入

• 24時間受発注体制の構築

• 業務用カット野菜及び業務用ホール野菜の販路拡大
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外食

中食

給食

ベンダー

•トレーサビリティーシステムの構築（安全・安心の担保）による販売
シェアの拡大

•高付加価値野菜に情報を付加することによる販売シェアの拡大

•トレーサビリティーシステムの構築（安全・安心の担保）による販売

シェアの拡大

•衛生管理の徹底されたカット野菜の販売による販路拡大

•高付加価値野菜に情報を付加することによる販売シェアの拡大

•トレーサビリティーシステムの構築（安全・安心の担保）による販売

シェアの拡大

•衛生管理の徹底されたカット野菜の販売による販路拡大

•業務加工用野菜（ホール原料）の販売による販路拡大

•トレーサビリティーシステムの構築（安全・安心の担保）による販売

シェアの拡大

•衛生管理の徹底されたカット野菜の販売による販路拡大

•業務加工用野菜（ホール原料）の販売による販路拡大

販売戦略
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60
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64

66

68
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72

74

億円

平成２０年度 平成２１年度 平成２４年度

1３％増

足立ＦＳセンター稼動

販売計画

東京ﾃﾞﾘｶﾌｰｽﾞ㈱足立FSｾﾝﾀｰ分
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13％８0,000 100%730,000 100.0%650,000 合計

3%1,700 8%55,000 8%53,300 その他

413%32,200 5%40,000 1%7,800 給食関係

32%13,400 8%55,000 6%41,600 コンビニベンダー

11%13,000 18%130,000 18%117,000 中食

5％19,700 62%450,000 66%430,300 外食

増減
率

増減額（万
円）

構成
率

構成額（万
円）

構成
率

構成額（万
円）

カテゴリー

増減24年度目標2１年度

売上構成

東京ﾃﾞﾘｶﾌｰｽﾞ㈱足立FSｾﾝﾀｰ分
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新規事業の進捗状況とそれに伴う
非破壊測定装置の開発
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１．実験販売（ヒルズマルシェでの試み）

野菜中身評価の実現への着手

５００５５ ☆☆☆ミニトマトＣ

３００４８ ☆☆ミニトマトＢ

２００２９ ☆ミニトマトＡ

販売価格

円／Ｐ（10粒）

抗酸化力

（mgTE/100g）

試食販売を行なったところ、500円が多く
売れた。（次いで、300円、200円の順）

トマト非破壊測定装置
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ORAC法
アメリカ農務省と老化
研究所の方法

ORACORAC法法
アメリカ農務省と老化
研究所の方法

ESR法
医学界の方法

ESRESR法法
医学界の方法医学界の方法

DPPH法
日本の学者の方法

２．野菜の抗酸化力を３つの方法で測定
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（Antioxidant Unitは食品の抗酸化力に対する統一した指標）

■理事長
大澤俊彦
名古屋大学大学院生命農学研究科
応用分子生命科学専攻教授

■副理事長
吉川敏一
京都府立医科大学大学院
医学研究科生体機能制御学教授

■常任理事
渡邊昌
独立行政法人 国立健康・栄養研究所 理事長

津志田藤二郎
独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構
食品総合研究所食品機能研究領域長
兼 食品機能性研究センター長

山崎長宏
財団法人 食品分析開発センターSUNATEC 専務理事

ＡＯＵ研究会

「Antioxidant Unit」の
食品への表示に関す
る検討を行う
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アメリカで食品へのORAC値表示例
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＊抗酸化力を公的に認定するため、デリカフーズから
ＡＯＵへ野菜を提供し、デザイナーフーズは生の野菜
を分析、他の４箇所はフリーズドライを分析する

ＡＯＵ分析機関

デリカフーズ

国内研究機関

デザイナーフーズ

フリーズドライの野菜

生の野菜

分析用
の野菜
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「秘密保持契約書」

国立健康・栄養研究所
との秘密保持契約書

デザイナーフーズ国立健康・栄養研究所
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非破壊測定装置の本格的開発状況

Ａ

重 量 画 像 光 香 り

抗酸化力

免疫力

解毒力

非破壊診断2 非破壊診断3非破壊診断１
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次の展開

マルシェ名古屋

アンテナショップ


